
天然水中の有機物に関する研究一Ⅱ

霞ケ浦におけるニコチン酸，パントテン酸,ビ

オチン，葉酸及びビタミンB12含雲量の季節的変化
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Thepresentpaperreportsacont1nuationofourstudyl）whichdealswithorgamccom-

poundsinnaturalwater・Inthisstudywedetermmedfivevitaｍｉｎｓｉｎｔｈｅｗａｔｅｒｏｆｔｈｅ
ＬａｋｅＫａｓｕｍｉｇaura，ｄｕｒｉｎｇｔｈｅｙｅａｒｌ９６２－６３、Ａｌｌｏｆｔｈｅｖｉｔａｍｉｎｓｗｅｒｅｄｅｔｅｒｍｉｎｄｂymi-

crobioassaymethodusinglacticacidbacteriaasthetestorganism･Theresultswereshown

inTablelandＦｉｇ．１．

１．Thenicotinicacidwascontainedinthelakewater3withahighsummerlevel(about

3γ〃)andlowwinterlevel(about０．３γ/Z).(Fig.１－a）

２．Similarseasonalchangesofpantothenicacidandbiotincontentwere､foundwitha
highsummerlevelandlowwlnterlevel.(Fig.１－ｂａｎｄｃ）

３．ThefolicacidcontentlncreasedraｐｉｄｌｙｆｒｏｍＪｕｌｙｔｏＳｅｐｔｅｍｂｅｒａｎｄｒeacheda

max1muminOctober,andthendecreasedrapidly.(Fig.１－.）

４．ThecontentofvitaminB12rangedfｒｏｍ５ｔｏ２８ｍγ/j・Therewasnoevidenceofa
specialseasonalchangeofvitaminB12coI1tent.(Fig.１－e）

1５３

本研究の第１Ｗｊｉ１）として，さきに鹿ﾘ,L島市内の河川および池Ｈ１湖における葉酸含量を調査

した結果を報告したが，第１報で述べたと同じ主旨のドに膜ケ浦の水についてＢ群に属する

５種のビタミン，ニコチン酸，パントテン酸，ビオチン，柴酸，ビタミンＢ１２を定量した．

なお前にも述べたように，天然水111のビタミンに関する研究は極めて少なく，上記５種のビ

タミン中，Ｂ１２以外のものではHuTomNsoN蝶2)がLinsleyPondの表面水中の溶存ニコチ

ン酸量として0.15-0.89γ/Z，ビオチン通として0.3-4.0ｍγ/j,又湖水中のチアミン量0.03

-1.20γ/Z3)を柵告しているのが兄られる．

B12は1960年10月の煙ケ浦の水についての測定結果をさきに報告4)したが，その季節的変化

および他のビタミン狐との関係を知るために再度測定に加えた．

この研究に川いた試水の採取を煩わした茨城県霞ケ浦北浦水産事務所の欠1-1正直氏．Ｂ１２

の定量で協ﾉjされた本学部水産化学研究雫の宮園育了嬢に感謝の意を表する．
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試料と測定方法

１．試水

上記のように試水の採取は鰹ケ浦北浦水産事務所矢1-1正直氏に依頼し，111所で行なわれた

定期観測の際，稲敷郡美浦村木原沖の観測点（南北両岸からほぼ等距離水深４５－４．８ｍ）で，

表層および２－２．５ｍの２層から採水，直ちにトルオールを添加後，暗箱に入れ本学部実験

室に送付されたものである．実験室ではこの試水を東洋i戸紙Ｎｏ．５Ｃで炉過した後，測定

に用いた．なお採水の現地で水温とＰＨ（比色法）を測定した．

２．ビタミン類の定量

上記５種のビタミンはすべて乳酸菌を用いるバイオアッセイ法によって測定した．使用菌

株はニコチン酸，パントテン唯，ビオチンの三種にはＺ,.α７．α6伽OszjS17-5》葉酸にはSZC．

./(1aecα"ｓＲを，叉Ｂ１２にはLLejcﾉｂｍａｎ乃虎を用い，３７．Ｃ７２時間培謹による/k酸量を０．１Ｎ
ＮａＯＨで滴定することによって測定した．

なおB12は試水そのままを用いて定量できたが，その他のビタミン類は微並のため試水そ

のままでは定量困難で，ある程度の濃縮を必要とするが，予備実験の結果に雑き，ニコチン雌

とビオチンは発容に，又パントテン酸と葉酸は兇0容に濃縮して用いた．濃縮は褐色クライ

ゼンフラスコを用い,約40°Ｃで減圧下に行なった．バイオアッセイの操作は常法に従った．

観測，測定の結果はＴａｂｌｅｌに表示したが，各ビタミンは変動の状態と相瓦の比較を容易

Table１．Seasonalvariationsofnicotinicacidpantothenicacid,biotin，ｆｂｌｉｃａｃｉｄａｎｄｖｉｔａｍｉｎ

Ｂ,2inthewatcroftheLakeKasumigauraduringtheperiodApril,1962,toJanuary,1963.
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己

１５５

水温の最高は８月，最低は１月，表層と２－２，５ｍの下層とではその差は僅少で，いつの

季節においても１°Ｃ以下にすぎず，かつ表層と下屑とで何れが高いかは一定していない．

ｐＨは秋から冬にかけては測定を欠くが，３月から９月に至る期間は常にアルカリ性でそ

の最高は７月に現われて８．６－８．８を示し，前記，水温の最高８月と１カ月のずれがある．

ニコチン酸含量は0.3-3.3γ/Zの範囲にあって最高は最低の10倍以上に当り，前者は７

月に，後者は12月に見られる．季節的変化としては，１１月がその前後より多少多いことを除

けば一般的傾向としては夏期に多く，深度との関係では９月を除けば表層よりも下隅の方に

やや多い傾向がある．

パントテン酸は前者よりも少なく，含有堂の範囲は0.01-0.26γ/Zで，最高般低の開き

は二十数倍に達している．１２月，１月の冬期に少ないことはニコチン酸と同様であるが，最

高値を示す時期は表層と下膳とで異なり，表隅水ではニコチン酸とll1様７月とその前後の夏

期に多いが，下伸'i水ではその時期が１－２カ月遅れている．ニコチン酸の場合に見られた1１

ならしめるためにＦｉｇ．１に図示した．

結果と考察
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Fig.１．Seasonalvariationsinthevitamincontentofthesurfacelayer(0ｍ）

andthebottomlayer(2-2.5ｍ)intheLakeKasumlgauradurmgthepe‐

riodApril,1962,toJanuary,1963.
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月における多少の増加は，この場合は表層水にのみ見られる．季節的変化は表層と下層とで

やや異なっているが，表層水ではニコチン酸の場合によく似ている．

ビオチンは前二者に比べて遥かに少なく，２－５０ｍγ/Zであるが，季節的変化はかなり大

きい．春から夏にかけては表晒水と下層水とでは変化の状態にかなり著しい差があって一定

した傾向は認め難いが，１１月から１月に至る冬期は他の時期に比べて含量が少なく，かつ表

屑と下層との間にも大差がなくなっている．最高値は表層水では９月，下層水では８月に現

われている．

葉酸は40-244ｍｙ/Zの範囲にあり，他のビタミンと異なり表層水と下層水との差が少な

く，季節的変化も比較的単純である．すなわち４月から６月までは５０ｍγ/Z内外であるが，

夏期は次第に増加し，１０月最高値に達した後11月には急減する．この経過は下層水における

パントテン酸含曇の季節的変化に似ている．

ビタミンＢ１２は５－２８ｍγ/Zの含量を示し，季節による変動は下層よりも表層の水におい

て著しい．最高値２８ｍγ/Zは８月中旬の表面水に見られるが，季節的変化に一定の傾向は認

め難い．

以上のように今回測定したビタミンのうち含有量の最も多いものはニコチン酸で，パント

テン酸，葉酸がこれに次いでいるが，季節的変化の巾の最も大きいのはパントテン酸とビオ

チンで，最高は最低の二十数倍に当っているのに対し，他の３ビタミンはいずれもその変動

は数倍の範囲に止っている．この季節的変化は葉酸以外は一見したところ増減に一定の傾向

が認め難い．ビタミン相互を比較するとピオチン（下層水）とＢ１２（表面水）とは季節的変

化にやや類似点が認められるようである．なおB12量は富栄養湖に多く，栄養型と関連のあ

ることはさきに報告したが，その他のビタミン類については測定例がほとんど見当らないの

でこの種の関連は不明であり，これらのビタミン類の起源や水界における生産に関係がある

かどうかなどは，いずれも将来の研究に残された問題である．

摘 要

天然水中の有機微量成分，特にビタミン類に関する研究は極めて少なく，これが水中の生

物に及ぼす影響などもほとんど不明に近いので，まずその分布を知るために霞ケ浦の表層と

2--2.5ｍの下層の水についてニコチン酸,パントテン酸，ピオチン，葉酸，ビタミンＢ１２の

含有量を1962年４月から翌年１月にわたって測定したが，その結果は次の通りであった．な

お測定は乳酸菌を用うるバイオアツセイ法によって行なった．

１．ニコチン酸は0.3-3.3‘y/Zで今回測定したビタミン巾最も多く，最高は７月，最低は

12月，：慨して夏期に多いが，最高最低の開きは他のビタミンに比べると少ない．

２．パントテン酸は0.01-0.267/Zで，前者に次いで多く，表層水では７月が最高であ

ったが下層水では10月が最高であった．表層水における季節的変化はニコチン酸のそれと類

似している．

３．ビオチンは２－５０ｍγ/Zで変動が大きく，夏期が多く，１１月から１月にかけては低い

値を示した．

４．葉酸は40-244ｍｙ/Zで．前３者と異なり，７月頃から増加し始め，１０月最高に達し

た後急減した．
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５．ビタミンＢ１２は５－２８ｍγ/jで，８月の表層水が最高含量を示したが，振れが大きく

葉酸のような一定の傾向は認められなかった．
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